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研究目的 
教育の情報化が進み，様々な情報機器が教育の場で利用されるようになった．それに伴い，電子的

な教材すなわちディジタル学習コンテンツも数多く開発されてきているが，それらの多くはデスクト

ップ PC，マウス，キーボードという利用状況を想定しており，いわば閉じた世界のコンテンツである．

教育では本物性ということが近年重要視されている．その意味ではコンピュータスクリーンに閉じ

た世界の学習コンテンツだけではなく，学習者が通常生活している世界に存在する学習コンテンツ，

すなわち，実世界に根ざしたコンテンツの活用ができればより望ましいといえる． 

一方，情報機器が利用される状況も変化・拡大している．屋内で据え付けられた PC を利用するだ

けでなく，屋外へ持って出たり，移動しながら利用したりすることが一般的になりつつある．従って，

コンテンツの作成や利用の可能性も屋外などに広がってきた． 

本研究では，上述の問題意識を踏まえて，より人間の感性面を考慮した，先進的な学習コンテンツ

の作成・利用環境の実現を目的とした． 

研究成果 
現在の学習コンテンツの大半は，デスクトップ PC で利用する電子的情報のみである．また，その

モードは視覚情報あるいは聴覚情報を利用するものばかりである．そこで，より体感を重視した学習

コンテンツの作成・利用環境について研究を進めた．野外学習のような従来の観察・採集を伴う学習

では，実物体やその写真，スケッチ，メモなどを収集，作成する．それだけではなく，それらを使っ

て，教室において事後学習をする．事後学習は集団で行うことも多い．この状況を対象とした． 
より体感できるコンテンツを利用するために，触覚情報の利用について検討した．結果，スクリー

ン内に閉じたコンテンツではなく，実物体をその一部とするコンテンツを考え，実物体と，メモや写

真といった電子的な情報を組み合わせたコンテンツを利用するための，テーブルトップインタフェー

スを開発した．ID を与えた実物体は電子的情報にアクセスするための鍵の役割を果たす．テーブル上

に現れたメモなどを，複数人が１－２ｍ四方の感圧式のテーブルを囲んで指でやり取りができるよう

な操作手法を実装した．テーブル外周部には列車のレール上の模様を配置し，その上にコンテンツを

乗せてレール上を流せる．また，個々のコンテンツをエアーホッケーのパックのように滑らせて遠く

に渡すことができる．コンテンツの整理・アクセス性に優れること，実際にそれらの手法が利用され

ることを確認した． 
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